
お問い合わせ

【開講日】 はる　千代田サテライト教室平成29年 7 月15日（土）

受 講 料 
（振込額）

1,500円　※全7講座お申込みの場合 9,000円

必携テキスト ───

講座概要

曜　　日 土曜日 日　　程

時　　間 13：00〜 14：30

7 月15日回　　数 全 1 回 定　　員 50名

開講場所 千代田サテライト教室

講　　師

慶應義塾大学非常勤講師　丸島 和洋 （まるしま　かずひろ）

1977年大阪府生まれ、東京都調布市育ち。慶應義塾大学大学院文学研究科後期博士課程単位取

得退学。博士(史学、慶應義塾大学)。

国文学研究資料館研究部特任助教などを経て現職。2016年度大河ドラマ「真田丸」時代考証。

専門は日本中世史。主な著書に『戦国大名武田氏の権力構造』(思文閣出版、2011年)、『戦国大

名の「外交」』(講談社選書メチエ、2013年)、『郡内小山田氏―武田二十四将の系譜―』(戎光祥

出版、2013年)、『図説 真田一族』(同前、2015年)、『真田四代と信繁』(平凡社新書、2015年)、

『真田一族と家臣団のすべて』(KADOKAWA新人物文庫、2016年)、『戦国大名武田氏の家臣団―信

玄・勝頼を支えた家臣たち―』(教育評論社、2016年)、『真田信繁の書状を読む』(星海社新書、

2016年)ほか。

内　　容

戦国時代の日本は、室町幕府による統制力が衰え、全国に「戦国大名」と呼ばれる地方政権が乱

立している時代でした。こうした大名権力について、近年では「地域国家」と評価するように

なっています。本講では、戦国大名のうち甲斐（山梨県）の武田氏、相模（神奈川県）の北条氏

が出した古文書を中心に取り上げ、戦国大名権力の本質を考えたいと思います。そのなかでも、

東国の戦国大名文書の特徴として指摘できるのは、「印判状」（朱印状）の発給です。どうして、

「印判状」という新たな文書様式が用いられたのか。それによって、どのような支配がなされた

のかを読み解いていきます。あわせて、中世から近世への移行についても検討します。



・	教室は講座の15分前よりお入りいただけます。

	（前の時間に講座がある場合は教室の準備ができるまでお待ちいただくことがあります）

・	駐輪場、駐車場はありませんのでご了承ください。

・	生涯学習講座登録証を携帯してください。

・	欠席の連絡は必要ありません。

・	講座当日の連絡先 090-3143-3762（受付時間：本講座の開始1時間前～講座終了まで）
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